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業績予想を下記のとおり修正いたします。

（注） 金額の単位は百万円

 【Ⅰ】業績（単独）予想の修正 利益項目での△は損失

１．平成１４年９月中間期 （平成１４年４月１日～平成１４年９月３０日）
(１) 当中間期の業績予想

売 　上　 高 経 常 利 益
前回発表予想（Ａ） 9,700
今回修正予想（Ｂ） 8,900
増減額（Ｂ－Ａ） △ 800
増 減 率 △ 8.2%
(注) 営業利益予想  前回発表  △100、今回修正  △400  

(２) 上記修正の理由は以下のとおりであります。

(３) 参考  前中間期の実績 （平成１３年４月１日～平成１３年９月３０日） 
売 　上　 高 経 常 利 益

中   間   期 9,039
(注) 営業利益  △305

２．平成１５年３月期通期 （平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日）
(１) 通期の業績予想

売 　上　 高 経 常 利 益
前回発表予想（Ａ） 20,500
今回修正予想（Ｂ） 19,500
増減額（Ｂ－Ａ） △ 1,000
増 減 率 △ 4.9%
(注) 営業利益予想  前回発表  200、今回修正  △560

△ 370.0%

－ －

  売上高につきましては、国内では景気の停滞による需要低迷に伴い数量が減少する見込
みであります。また輸出では予想を上回る急激な円高の進行による輸出手取額の減少に加
えて、競争激化に伴い、数量、価格の両面から販売が減少する見通しとなっております。
これらにより損益も悪化する予想となりました。
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業績予想の修正に関するお知らせ
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 本年５月１６日の決算発表時に公表いたしました平成１４年９月中間期（平成１４年４月１日
から平成１４年９月３０日）および同通期（平成１４年４月１日から平成１５年３月３１日）の
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(２) 上記修正の理由は以下のとおりであります。

(３) 参考 前期の実績 （平成１３年４月１日～平成１４年３月３１日）
売 　上　 高 経 常 利 益

通      期 18,399
(注) 営業利益  △1,237

 【Ⅱ】連結業績予想の修正

１．平成１４年９月中間期 （平成１４年４月１日～平成１４年９月３０日）
(１) 当中間期の業績予想

売 　上　 高 経 常 利 益
前回発表予想（Ａ） 10,600
今回修正予想（Ｂ） 9,800
増減額（Ｂ－Ａ） △ 800
増 減 率 △ 7.5%
(注) 営業利益予想  前回発表  △100、今回修正  △400

(２) 上記修正の理由は以下のとおりであります。

(３) 参考  前中間期の実績 （平成１３年４月１日～平成１３年９月３０日） 
売 　上　 高 経 常 利 益

中   間   期 9,901
(注) 営業利益  △297

２．平成１５年３月期通期 （平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日）
(１) 通期の業績予想

売 　上　 高 経 常 利 益
前回発表予想（Ａ） 22,500
今回修正予想（Ｂ） 21,500
増減額（Ｂ－Ａ） △ 1,000
増 減 率 △ 4.4%
(注) 営業利益予想  前回発表  200、今回修正  △560

(２) 上記修正の理由は以下のとおりであります。

(３) 参考 前期の実績 （平成１３年４月１日～平成１４年３月３１日）
売 　上　 高 経 常 利 益

通      期 20,030
(注) 営業利益  △1,240
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  主に、連結財務諸表提出会社（当社）の平成１５年３月期通期の業績予想の修正に伴
い、 連結業績予想の修正を行うものです。

  主に、連結財務諸表提出会社（当社）の平成１４年９月中間期の業績予想の修正に伴
い、連結業績予想の修正を行うものです。
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  下半期においても、需要低迷に加え円高などの企業環境の厳しさは継続するとともに、
内外で競争がより熾烈となり売上高の減少が予想される一方、メタノール・原油関連原料
等の価格高騰もあり損益は悪化する見通しであります。
  なお、昨年秋に策定した収益構造改革計画につきましては、コスト削減はほぼ計画どお
り進めてまいりましたが、企業環境が一層悪化するという状況の変化に対応し、このほど
別添資料のとおり本計画を強化し、早期に収益の回復を期する所存であります。
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